
今後取り組むべき施策の方向性について（案） 
 

 

１．地域の中核となる大学の機能強化に向けた戦略的運営の推進（社会実装関係） 

 「知と人材の集積拠点」である多様な大学の力を最大限活用して社会変革を推進し

ていくため、強み・特色をいかして、地域発のイノベーション創出等に取り組む、

地域の中核となる大学を後押し 

 地域の中核となる大学の持つ可能性を最大限引き出すために、産学官共創拠点の形

成支援数を増加させるとともに、戦略的な産学官連携のマネジメント人材の育成・

確保のためのメニューの創設 

 地域におけるスタートアップ創出力の強化に向け、スタートアップ・エコシステム

拠点都市の支援強化 

（関連事業） 

・共創の場形成支援                      R3:137 億円、R2補正：9億円 

・大学発新産業創出プログラム（START）のうち、大学・エコシステム推進型 

R3:7 億円、R2補正：19億円 

 

２．大学を中心としたスタートアップ・エコシステム形成の推進 

 新たな経済社会の構築をけん引する大学発ベンチャー創出やアントレプレナーシッ

プ人材の育成を強化に向け、スタートアップ・エコシステム拠点都市の支援強化 

（関連事業） 

・大学発新産業創出プログラム（START）【一部再掲】        R3:20 億円、R2補正：24億円 

・次世代アントレプレナー育成事業（EDGE-NEXT）（～R3 年度終了）            R3:4 億円 

 

３．産学官連携による新たな価値共創の推進 

 共創の場形成支援プログラムにおいて、継続的な新規採択を行うとともに、URA 等の

大学マネジメント人材の育成・確保や、大学発スタートアップ創出のための体制構

築についての先導的取組を追加支援 

 研究成果最適展開支援プログラム（A-STEP）のトライアウトのスキームを活用し、

地域の課題解決に資する個別の研究開発を強力に支援 

 URA 等のマネジメント人材の質保証制度を創設し、その能力の可視化・育成を図ると

ともに、共創の場形成支援プログラム等の大型の公的研究費においてマネジメント人

材の育成や継続雇用の方針等を評価するなど大学等における配置や活用を促進 

（関連事業） 

・オープンイノベーション機構の整備                           R3:18 億円 

・共創の場形成支援【再掲】                  R3:137 億円、R2補正：9億円 

・研究成果最適展開支援プログラム（A-STEP）            R3:61 億円、R2補正：14 億円 

・地域イノベーション・エコシステム形成プログラム       R3:30 億円、R2補正：0.5 億円 

・リサーチ・アドミニストレーターに係る質保証制度の実施            R3: 0.5 億円 
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大学を中心としたスタートアップ・エコシステム拠点都市への支援（今後の方向性案）
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① スタートアップ・エコシステム拠点都市のアントレ教育や起業・事業化に向けた研究開発資
金を含めた一体的な体制構築による起業支援の強化

② 地方大学も含め、共創の場での支援拠点を核としたアントレ教育や起業支援の強化
③ 希望者へのアントレ教育の受講機会の提供
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４拠点×約１億円（R３～R７）
９拠点×約２億円（R２補正）等

拠点都市支援

※政府系のスタートアップ
支援９機関は協定「Plus
（プラス）」を結び連携


